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第
二
十
二
条
の
六
十
二
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
十

九
第
九
項
各
号
」
を「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
項
各
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
]
ü
中
「
第
二
十
一
条

の
十
九
第
十
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第

十
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
]
@

中
「
第
二
十
一

条
の
十
九
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
五

項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ハ
中
「
第
二
十
一
条
の
十
九

第
十
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
三
項
」
に
改

め
る
。

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
条
の

二
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。た
だ
し
、

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

２

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三

年
財
務
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
三
条
の
三
第
八
項
」

を
「
第
十
三
条
の
三
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
改
正
）

３

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
三

条
の
三
の
改
正
規
定
中
「
第
十
三
条
の
三
第
十
項
第
一

号
イ
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
十
一
項
第
一
号
イ
」に
、

「
同
条
第
十
三
項
第
四
号
」
を
「
同
条
第
十
四
項
第
四

号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十

一
条
の
十
九
第
十
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
中
「
第
二

十
一
条
の
十
九
第
十
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
二
十
一
条

の
十
九
第
十
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
中
「
第
十
三
条
の
三
第
十
項
及
び
第

十
三
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
十
一
項
及
び
第
十
四

項
」
に
、「
同
条
第
十
項
」
を「
同
条
第
十
一
項
」に
、「
同

条
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
、「
第
十
三
条

の
三
第
十
項
の
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
十
一
項
の
」

に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
三
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

項
、
第
二
十
三
条
の
二
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
性

医
薬
品
の
製
造
及
び
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

放
射
性
医
薬
品
の
製
造
及
び
取
扱
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

放
射
性
医
薬
品
の
製
造
及
び
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
六

年
厚
生
省
令
第
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
項
第
九
号
中
「
の
う
ち
、
非
開
放
型
の
構

造
の
も
の
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
四
号

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検

査
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

検
査
機
関
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す

る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
検

査
機
関
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法

律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
検
査
機
関
を
指

定
す
る
省
令（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
名
称
の
欄
中「
社
団
法
人
岩
手
県
獣
医
師
会
」

を
「
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
獣
医
師
会
」
に
、「
社
団
法
人

京
都
保
健
衛
生
協
会
」
を
「
公
益
社
団
法
人
京
都
保
健
衛

生
協
会
」
に
、「
財
団
法
人
香
川
県
食
鳥
衛
生
検
査
セ
ン

タ
ー
」
を
「
公
益
財
団
法
人
香
川
県
食
鳥
衛
生
検
査
セ
ン

タ
ー
」
に
、「
社
団
法
人
京
都
府
獣
医
師
会
」
を
「
公
益
社

団
法
人
京
都
府
獣
医
師
会
」
に
、「
財
団
法
人
岡
山
県
健
康

づ
く
り
財
団
」
を
「
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
健
康
づ
く
り

財
団
」
に
、「
社
団
法
人
青
森
県
獣
医
師
会
」
を
「
公
益
社

団
法
人
青
森
県
獣
医
師
会
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
八
号

商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
六

十
八
条
の
三
十
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
商
標
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

商
標
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

商
標
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
四
中
「
28
]
」を「（
第
十
五
条
の
二
に
お
い

て
「
共
通
規
則
」
と
い
う
。）第
二
十
八
規
則
]
」に
改
め

る
。第

十
五
条
の
二
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
共
通
規
則
第
五
規
則
の
二
\
の
規
定
に
よ

り
手
続
を
し
た
と
き
は
、
当
該
日
か
ら
五
月
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
四
号

防
衛
省
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十

一
年
政
令
第
三
百
十
二
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
自
衛
官
等
の
平
均
給
与
額
計
算
の
特
例

を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

防
衛
大
臣

中
谷

元

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
自
衛
官
等
の
平
均
給
与

額
計
算
の
特
例
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
自
衛
官
等
の
平
均
給
与
額
計
算
の
特

例
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
防
衛
省
令
第
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
を
第
一
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
特
例

期
間
に
お
け
る
平
均
給
与
額
計
算
）」を
付
し
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る

補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
計
算
）

第
二
条

平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
の
分
と
し
て
支
給
さ

れ
る
自
衛
官
等
（
自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
防
衛
省

の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防

衛
大
学
校
又
は
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
及
び
同
項
に

規
定
す
る
生
徒
を
い
う
。）の
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤

に
よ
る
災
害
に
対
す
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
で

あ
っ
て
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
省
職
員
の

災
害
補
償
に
関
す
る
省
令
第
一
条
及
び
附
則
第
二
項
の

規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
国

家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
自
衛
官
等
の
平
均
給
与
額
計
算
の
特
例
を

定
め
る
省
令
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。
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